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Abstract
We examined the relationship between the feeling of well-being and the duration judgments by remembering of a negative (earthquake) 
and non negative (social) memories for 40s, 50s, 60s, 70s, and 80s elderly groups. They were asked to produce the subjective time 
for each event and fill out the questionnaire of feeling of well-being. The results showed that female participants in 70s, 80s elderly 
groups decreased the subjective time of the negative event. Moreover, as feeling of well-being declined, the subjective time of the 
negative event were also decreased. The results suggest that less subjective time of the negative events may lead to less forgetting of 
them and associate with the present negative activities and imagining negative future happenings. 
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1.  はじめに

　月日や曜日の認識は正常にもかかわらず、加齢に伴

い時間判断力が低下していくことが知られている（e.g., 
Block et al., 1998; Zakay & Block, 1997）。関連研究では、高

齢者が過去の記憶を実際に起きたよりも時間的に近接し

たものだと感じ（e.g., Block et al., 1998; Surwillo, 1977; 和田・

村田 , 2001）、その過去の記憶を未来の自分に対するイメー

ジと関連させるとの報告がある（e.g., Addis et al., 2007a; 
2007b; Schacter & Addis, 2007a）。このような過去の記憶の

心理的切迫さは、うつや統合失調症などの臨床症状を呈

する人々にもあてはまる結果と考えられている（e.g., Fe-
ifel，1957; Neuringer & Levenson, 1972; Newman & Gaudiano, 
1984）。これらの知見により、悲観的に未来をイメージす

る材料として、時間的に近接して知覚される過去のネガ

ティブな記憶を利用する可能性が推察される。過去のネ

ガティブな記憶の心理的切迫さを和らげ、その記憶の主

観的経過時間を遠く評価できる方途が提供できれば、生

きがいや楽しみなどが見出せないネガティブな未来を予

想してしまう事態を減らすことができるかもしれない。

　本稿は、上記の目的を達成する第一歩として、心理的

切迫さの指標となる主観的経過時間に焦点を当て、目的

を以下の 3 点に設定し検討を行った。第 1 に、ネガティ

ブな記憶を想起した場合、そうでない場合と比べ、加齢

に伴い認められる主観的経過時間の加速化がいっそう高

まるかどうか、第 2 に、第 1 のような主観的経過時間の

加速化が精神的健康状態の低下と関連するかどうか、第 3
に、高齢者における主観的経過時間の加速化が生じる過

程を考察することである。

1.1 時間作成法による主観的経過時間に関する研究

　加齢に伴って生じる自然な現象の 1 つに、主観的時間

経過の加速化が挙げられる（e.g., Block et al., 1998; Zakay 
& Block, 1997）。これは、実際に経過した時間よりも特定

の出来事を近接して知覚することを意味する。例えば、

指示された時間の長さ（例えば 60 秒） を作成する時間作

成法（production method）や、呈示された時間の長さを言

葉で評価する言語的評価法（verbal estimation method）で

は、高齢者は指示された時間よりも短い時間を作成する
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ようである（Block et al, 1998）。特に、生きがいや楽しみ

をなくした高齢者では主観的時間はいっそう加速化する

と考えられており（和田・村田 , 2002）、主観的経過時間

が quality of life の指標となることを考察する研究もみら

れる（Newmann & Gaudiano, 1984）。ただし、この知見は、

時間作成法や言語的評価法により得られた結果から予測

されたものである。

1.2 自伝的記憶研究による主観的経過時間に関する知見

　時間作成法によるよりも、われわれが時間感覚のずれ

を身近に感じるのは過去の記憶を回想した場合である。

例えば、米国同時多発テロ事件が 2001 年 9 月 11 日に発

生した事実を聞き、その頃を振り返ってみると、“もうそ

んなに経ったのか”と感じる者もいれば、“それほどしか

時間が経っていないのか”と感じる者もいるだろう。自

伝的記憶研究では、個人にとって望ましい出来事は、望

ましくない出来事に比べ時間的に近接して感じられるこ

とを報告している（e.g., Ross & Wilson, 2002）。これは、

過去のポジティブな自分を現在の自分に近づけることで

自己高揚動機を高め、過去のネガティブな自分を遠ざけ

ることで現在の自己評価への脅威を回避するためである

と考えられている。個人にとってネガティブな記憶は、

そうでない記憶と比べて心理的時間経過は遅延し、より

遠くに感じられる。

　一方で、Kitayama et al.（1997） は、アメリカ人が自己

高揚に従事しやすいのに対し、日本人は自己卑下に従事

しやすいことを示しており、この結果は、文化差を超え

て、主観的経過時間が自尊心や日常生活の充実度の違い

によって影響を受ける可能性があることをも示唆してい

る（Shimojima, 2002）。すなわち、日常生活が充実してお

らず自己高揚動機が低い者は、望ましくない記憶を時間

的に近接してとらえる傾向にあるのかもしれない。

1.3 本稿の目的

　時間作成法に基づく主観的経過時間の研究結果から、

生きがいや楽しみをなくした高齢者は、主観的経過時間

が加速することがわかっている。さらに、自伝的記憶研

究の結果は、日常生活が充実していない者はそうでない

者と比べ、望ましくない記憶を時間的に近接して感じる

傾向にあることを示唆している。しかし、前者の結果は

実験室実験の結果から予測されたものである上に、後者

の研究結果は仮説の段階にあり、実際の日常場面におい

て高齢者を対象に、過去の記憶を回想させ明らかにされ

たものではない。そこで本稿は、健常な高齢者を対象に、

以下の 2 点について検討することとした。第 1 に、実験

室場面での時間作成法ではなく、ある特定のネガティブ

な記憶を回想させた場合、その主観的時間経過が加速す

るかどうかを検討する。第 2 に、その結果が日常生活で

の充実度（主観的健康感）の低下と関連するかどうかを

検討する。

2.  方法

2.1 対象者

　北海道 Y 町の住民検診に参加した健常者のうち、認知

機能の行動科学的検査を受診した 309 名が対象となった。

そのうち、90 名を以下の 2 点の理由により除外した。第

1 に、心理的時間の質問項目に未回答である（84 名）。第

2 に、30 代 4 名、90 代 2 名は、人数が少ないため、年代

別の統計的解析を行うことができない（6 名）。結果的に、

40 代から 80 代の 219 名（平均 63.81、男 86 名、女 133 名）

の健常者を分析の対象とした。

　また、健常者であることの判定は、MMSE（Mini-Mental 
State Examination）、ウェクスラー記憶検査（WMS-R）の

論理的記憶課題などの神経心理学的検査の成績などと内

科検診、神経学的検査に基づいている。

2.2 手続き

　対象者の同意のもとに、認知症のスクリーング検査と

して MMSE を、前頭葉・頭頂葉機能を測定する検査とし

てウェクスラー記憶検査（WMS-R）の論理的課題などを

個別で実施した。

　また、 自己記入式 QOL 質問紙（飯田他，1997; 萬代，

2001）、および主観的経過時間に関する質問については、

住民検診実施前にあらかじめ配布されていた質問票の中

で、参加者の日常生活を尋ねる質問として測定された。

　自己記入式 QOL 質問紙では、気分は爽快である、健

康な方である、頭が痛かったり、ボーとすることがある、

など逆転項目を含んだ全 55 項目について、 “はい”か “い

いえ”のどちらかで○をつけるように求めた。 “はい”を

0、 “いいえ”を 1 と得点化し、分析を行った。

　主観的経過時間の質問については、すべての対象者に

以下の質問項目を含んだ冊子を配布した。質問項目は、 項
目 1：“奥尻島沖地震が何年前に起きたと思いますか”、 項
目 2：“皇太子徳仁親王と皇太子妃雅子様の結婚は何年前

に起きたと思いますか” であり、主観的な経過時間につい

て数字を（　） に書き込むように求めた。項目 1 は、災害

体験というネガティブな記憶の想起に、項目 2 は、社会

的出来事としての想起に該当するものであると想定でき

る。

3.  結果と考察

3.1 MMSE と WMS-R の論理的記憶課題の結果

　MMSE の結果に関して年齢群間ごとに分散分析を実施

したところ、年齢群間で有意な差が認められ（F (4, 218) 
= 2.52, MSe = 19.81, p < .05）、40 代は 70 代よりも（t  (214) 
= 2.40, p < .05）、50 代は 70 代よりも（t  (214) = 2.68, p < 
.01）、60 代は 70 代よりも（t  (214) = 2.23, p < .01）得点が

高く、40 代と 50 代（t  (214) = .34, ns）、40 代と 60 代（t  (214) 
= .93, ns）、50 代と 60 代（t  (214) = .23, ns）、および 70 代

と 80 代（t  (214) = .87, ns）では差が認められなかった。

　同様にして、WMS-R の論理的課題結果に関して年齢群

間ごとに分散分析を実施したところ、年齢群間で有意な

差が認められ  （F (4, 218) = 2.50, MSe = 10.11, p < .05）、40 
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代は 50 代よりも（t  (214) = 1.94, p < .053）、50 代は 70 代

よりも（t  (214) = 3.01, p < .01）、60 代は 70 代よりも（t  (214) 
= 2.95, p < .01）得点が高く、50 代と 60 代（t  (214) = 1.94, 
ns）、および 70 代と 80 代（t  (214) = .43, ns）では差が認め

られなかった。

　両者の結果とも加齢に伴い、成績の低下が認められる

が、健常な成人が示す結果といえる。

3.2 主観的経過時間に関する結果

　奥尻島沖地震（以降、地震と称する）は 1993 年 7 月 12 日、

皇太子徳仁親王と皇太子妃雅子様の結婚（以降、結婚と

称する）は同年の 6 月 9 日の出来事である。調査実施の

2007 年からすれば 14 年前となるため、客観的経過時間

は 14 年となる。主観的経過時間の算出方法は、実際の客

観的経過時間から、回答を求めた主観的経過時間を引い

た値とした。例えば、地震について 9 年と回答した場合、

結果は 5 となる。その結果を図 1 に示した。

　まず、図 1 の結果を概観すると、すべての年齢群にお

いて、災害、結婚両出来事を客観的経過時間よりも近接

して感じる傾向にあることがわかる。この結果は多くの

先行研究に一致するものである（Block et al., 1998; Zakay 
& Block, 1997）。その中でも、特に加速化が顕著であるの

は 80 代の年齢群においてである。

　さらに、性別ごとの結果を表した表 1 を見ると、70 代、

80 代の女性における地震の主観的時間経過が加速する傾

向にあることがわかる。この結果を考慮すると、性別ご

との効果が主観的経過時間に影響を及ぼす可能性がある。

そのため、性別の要因を独立変数に組み込み、経過時間

の差分を従属変数とし、年齢（40 ／ 50 ／ 60 ／ 70 ／ 80）
×性別（男／女）×出来事（地震／結婚）の混合要因の

分散分析（ANOVA）を実施した。

　その結果、出来事の主効果が有意であり（F (1, 209) = 
14.31, MSe = 111.85, p < .01）、結婚（2.94）の方が地震（1.83）
よりも主観的経過時間の減少が認められた。これは、一

般的に望ましいとされる出来事はより近くに、災害体験

のような望ましくない出来事はより遠くにとらえようと

することを示した Ross & Wilson（2002）の先行研究に符

合する結果である。

　しかし、上記の結果は男性においてのみ認められる現

象であり（地震 = 0.41; 結婚 = 3.31, F (1, 209) = 10.23, MSe 
= 103.44, p < .01）、女性では、地震（2.29）も結婚（2.16）
も同程度の主観的時間としてとらえられるようである（F 
(1, 209) = .07, ns）。この結果は、性別 × 出来事の交互作

用が有意な点にあらわれている（F (1, 209) = 17.19, MSe = 
134.41, p < .01）。女性において、望ましくない災害につい

ての出来事に関して主観的経過時間の加速化が認められ

ている点は、本研究で得られた重要な結果の 1つといえる。

　さらに、年齢×出来事の交互作用が有意であり（F (4, 
209) = 4.15, MSe = 32.44, p < .01）、地震についての年齢に

よる差は有意傾向であった（F (4, 418) = 2.19, MSe = 10.11, 
p < .07）が、結婚についての年齢による差は有意であっ

た （F (4, 418) = 2.50, MSe = 10.11, p < .05）。地震に関する

分析結果は有意傾向であるが、本研究の骨子に関わる重

要なデータであるため、下位分析を実施した。その結果、

40 代（.51）、50 代（1.02）、60 代（.44）では差がみられ

なかった（40 代と 50 代、40 代と 60 代、50 代と 60 代の

表 1：各群の MMSE、WMS-R の論理的記憶課題の遂行成

績（%）

年齢群

40 .90

50 .89

60 .87

70 .81

80 .85

.48

.52

WMS-Rの論理的記

憶課題
MMSE

.70

.60

.58

図 1：年齢群ごとの地震、結婚における出来事の（客観的

－回答した年）経過時間（年）
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表 2：年齢および性別ごとの地震、結婚における出来事の

（客観的－回答した年）経過時間（年）

注：N は対象者数

地震 結婚 平均（年）

年齢群 性別 N

40
男 5 -.40 6.80 3.20
女 16 1.44 2.24 1.84

50
男 12 .38 2.81 1.60
女 36 1.67 2.50 2.09

60
男 34 .33 2.25 1.29
女 46 .55 1.41 .98

70
男 30 1.31 .41 .86
女 29 3.80 1.80 2.80

80
男 5 .41 2.00 1.21
女 6 4.00 2.03 3.02

1.35 2.43

出来事

全体平均
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差はすべて p > .40 以上）が、これら 3 群と比べて、70 代

（2.55）、80 代（2.21）の主観的経過時間が加速するという

結果が得られた。これについての詳細な結果は、40 代と

70 代（t  (418) = 3.05, p < .01）、40 代と 80 代（t  (418) = 2.51, 
p < .05）、50 代と 70 代（t  (418) = 2.24, p < .05）、50 代と

80 代 （t  (418) = 1.73, p < .09）、60 代と 70 代（t  (418) = 3.01, 
p < .01）、60 代と 80 代（t  (418) = 2.50, p < .05）となった。

　一方で、結婚についての年齢による差の下位分析を実

施したところ、50 代（2.66）、60 代（1.83）、70 代（2.25）、
80 代（2.42）では差が認められなかった（50 代と 60 代、

50 代と 70 代、50 代と 80 代、60 代と 70 代、60 代と 80 代、

70 代と 80 代の差はすべて p > .22 以上）が 、40 代（4.52）
と他の年齢群それぞれとでは差が認められ、結婚に関し

ては、地震と逆の結果を示し、加齢に伴い心理的経過時

間が延長されることがわかった。これについての詳細の

結果は、40 代の方が、50 代（t  (418) = 2.88, p < .01）、60
代（t  (418) = 4.03, p < .01）、70 代（t  (418) = 3.41, p < .01）、
80 代（t  (418) = 3.13, p < .01）よりも近接して知覚する傾

向にあることを示している。

　これらの結果を整理すると、以下の 2 点のことがいえ

る。第 1 に、女性は男性に比べ地震のようなネガティブ

な出来事を実際よりも時間的に最近のことであるととら

えやすい。第 2 に、40 代、50 代、60 代と比べて、70 代、

80 代では、地震の出来事をより近接してとらえる傾向に

あるが、結婚といった社会的な出来事は逆のパターンを

示し、40 代においてより近接してとらえる傾向にある。

　これらの結果は、本稿の目的の 1 点目の仮説に見合う

ものであり、ネガティブな記憶は加齢に伴い主観的時間

経過が加速する傾向にあった。さらに付加的な結果とし

て、性別が主観的時間経過の違いに影響を及ぼすことが

明らかとなった。

3.3 精神的健康と主観的経過時間との関連

　次に、上記の結果を踏まえ、加齢に伴う主観的経過時

間の加速化が日常生活の精神的健康状態と関連している

かを確かめるため、自己記入式 QOL 質問紙の得点と主観

的経過時間との相関を検討した（表 3）。

　その結果、地震の場合にのみ、QOL の得点が低下する

につれ、主観的経過時間が加速する傾向にあることがわ

かったが、結婚に関してはそのような結果は認められな

かった。すなわち、ネガティブな記憶の主観的経過時間

が近接して知覚されることが、日々の精神的健康の低下

と関連することが明らかとなった。

3.4 自己記入式 QOL 質問紙の結果

　本稿の目的とこれまでの結果を合わせると、日々の精

神的健康状態の違いが主観的経過時間に影響する点を、

加齢、および性別との関係で検討するべきである。とい

うのも、仮に 70 代、80 代で QOL 得点が低い女性は、同

年齢の男性と比べて主観的経過時間が加速するという点、

さらにこの点が 40 代、50 代とは異なるパターンとなって

あらわれる可能性があるためである。しかし、表 1 にあ

るように、80 代の対象者数が全体で 11 名と少ない（表 4
も参照）。この 11 名を QOL 得点の高低別にさらに分けて

統計的分析を行なうことは困難であるため、以降は自己

記入式 QOL 質問紙の結果のみを性別と年齢群で分析し、

主観的経過時間との関係を考察することとする。

　図 2 には、自己記入式 QOL 質問紙得点に関する結果を

示した。結果を概観すると、80 代において他の年齢群と

比較し、得点が低くなっているのがわかる。

　さらに、性別と年齢ごとの自己記入式 QOL 質問紙得点

の結果を示した表 4 をみると、加齢に伴って女性の QOL
得点が低下していることが窺われる。この結果を踏まえ、

年齢×性別の参加者間分散分析（ANOVA）を実施した

ところ、性別の主効果が有意であり（F (1, 209) = 8.39, 
MSe = 592.31, p < .01）、男性（42.23）の方が女性（37.71）

表 3：自己記入式 QOL 質問紙の得点と（客観的－回答し

た年）経過時間のピアソンの相関分析の結果

地震 結婚

健康度 -.19 * .02

* p < .05

図 2：年齢群ごとの自己記入式 QOL 質問紙の得点（55 点

満点）

32.0
34.0
36.0
38.0
40.0
42.0
44.0

40 50 60 70 80 全体

年齢群

得
点

表 4：年齢および性別ごとの自己記入式 QOL 質問紙の得

点

年齢群 性別 N

40
男 5 38.40
女 16 42.06

50
男 12 42.92
女 36 39.53

60
男 34 44.18
女 46 40.11

70
男 30 42.03
女 29 38.03

80
男 5 43.60
女 6 28.83

39.97全体平均

注：N は対象者数



Journal of Human Environmental Studies, Volume 7, Number 2

147Chie Hotta et al.: The relationship between the feeling of well-being and the subjective time by forgetting of a negative memory

よりも得点が高くなり、主観的健康感が高いことが明ら

かとなった。

　また、性別×年齢の交互作用も有意であった（F (4, 
209) = 3.58, MSe = 252.70, p < .01）。下位分析の結果、男性

においてはどの年齢群にも QOL 得点に差は見られなかっ

たが（すべて p > .15 以上）、女性においては、80 代が他

のすべての年齢群よりも得点が低くなった。これについ

ての詳細な結果は、40 代と 80 代（t  (209) = 3.29, p < .01）、
50 代と 80 代（t  (209) = 2.89, p < .01）、60 代と 80 代（t (209) 
= 3.09, p < .01）、70 代と 80 代（t (209) = 2.44, p < .05）となっ

た。その他の年齢群では差は認められなかった（すべて p 
> .13 以上）。

　女性において QOL 得点が 80 代で低いという結果、お

よび主観的経過時間の加速化が同じ 80 代の女性において

顕著である点が以上の結果より明らかとなった。

4.  総合考察

4.1 仮説の検証

　本稿の目的、および仮説は以下の 2 点であった。第 1 に、

ネガティブな記憶の主観的経過時間は加齢に伴い加速す

るかどうか、第 2 に、第 1 の結果は精神的健康状態の低

下と関連するかどうかであった。まず、第 1 の仮説は支

持された。すなわち、社会的な出来事と想定できる、皇

太子様と雅子様の結婚に関する記憶を回想させた場合と

比べ、ネガティブな出来事と想定できる奥尻島沖地震に

関する記憶は、実際は 14 年前にも関わらず 70、80 代で

は、11 年から 12 年前と回答する傾向にあり、約 2.5 年近

接して知覚することがわかった。一方で、40、50 代では

約1年程度近接して知覚する程度であった。このことから、

加齢に伴いネガティブな記憶の主観的経過時間の加速化

が認められると結論づけることができる。

　第 2 の仮説についても支持された。いつも体がだるい、

将来の先行きが不安、悩みが頭から離れないなどの心身

の健康状態が低下していると感じる者は、社会一般的な

出来事ではなく、ネガティブな記憶の主観的経過時間を

よりいっそう近接して知覚することが示された。

　上記 2 つに加えて、本稿は性別が主観的経過時間や精

神的健康状態に異なる影響を及ぼすことを新たに明らか

にした。特に、ネガティブな記憶の主観的経過時間の加

速化が著しかったのは、70 代、80 代の女性であり、同年

齢の男性にはそのような傾向は認められていない。加え

て、主観的健康状態が低かったのも 80 代の女性である。

これまで、主観的経過時間を扱った研究の中で、個人差

が大きいという結果について言及しているものはあって

も（e.g., Block, 1998; Zakay & Block, 1997）、性別の違いを

積極的に検討する研究は現在のところみられない。主観

的経過時間の加速化が女性特有にみられる現象であるの

か、それとも、性別とは無関係に、精神的健康状態の低

下が主観的経過時間の加速化に結びつくものであるかを

今後さらに検討すべきであると考える。

　以降では、冒頭で挙げた 3 つめの目的である、主観的

経過時間の加速化が高齢者において生じる原因とその過

程について考察してみたい。

4.2 ネガティブな記憶の主観的経過時間が加齢に伴い加速

する原因

　以降では、これまでの主観的経過時間を扱った先行研

究の知見を土台に、エピソード記憶更新の機能低下が、

高齢者の主観的経過時間の加速化の背景に関与する可能

性について考察する。

　現在の心身の健康状態や周囲の環境に不満をもつ者は、

将来を悲観的にとらえ、それを過去の辛い体験や失敗経

験などと結びつけて考えてしまう（e.g., Schacter & Addis, 
2007b）。現在と将来の自己について考える度に、関連す

る過去のネガティブな体験は想起されることになり、そ

れが主観的経過時間の加速化につながっていると考えら

れる。今回は、北海道民であれば衝撃的でネガティブな

記憶として保持されていると想定できる奥尻島沖地震を

材料に用いたが、各個人に特有のネガティブな体験を題

材にした場合は、さらに主観的経過時間の加速化は顕著

なものとなることが推察される。一方で、健康状態や現

状の生活に満足しているものは、将来をよりポジティブ

なものにとらえ、それを過去の良い体験と結びつけて考

えることができる。そのため、良い過去の出来事の頻繁

な想起が時間的に近接して知覚することにつながる。年

齢や性別とは無関係に本稿の結果を見てみると、社会的

出来事の方が災害に関する出来事よりも全体として近接

して知覚されている。この結果は、一般的にはネガティ

ブな出来事を自分から遠ざけているために得られた結果

であると推察され、頻繁に想起される出来事が時間的に

近接して知覚される自伝的記憶研究の知見に符合するも

のである（e.g., Ross & Wilson, 2002）。
　しかし、上述の考察は、心身の健康状態が悪化してい

る者であれば多くに当てはまるものであるため、加齢に

限定される説明とはいえない。加齢が主観的経過時間の

加速化につながる原因として、筆者らはエピソード記憶

の更新に関する機能低下が関与するのではないかと考え

る（e.g., Bjork, 1989; 堀田 , 2009）。エピソード記憶の更新

能力とは、過去の古い記憶を新しい記憶によって忘却、

もしくは変容させ、記憶を再構成する能力と言い換える

ことができる。加齢に伴い、注意や記憶の制御機能が自

然進行的に低下することは周知であるが、近年この主の

制御能力がエピソード記憶の更新能力と関連することを

示唆する研究がみられるようになってきた（e.g., Ander-
son, 2003）。この知見を前提とすると、過去のネガティブ

な出来事を、より良い新たな記憶に更新することが、加

齢に伴って困難になる可能性も十分に考えられる。さら

に、心身の健康状態が悪化している高齢者は、毎日自宅

でテレビを見ている、ほとんど出かけない、などライフ

イベントは少ない上にライフスタイルも固定化しており、

過去の出来事を更新できるほどの新たな経験も乏しい現

状にあるといえる。したがって、このような高齢者は、

加齢に伴う記憶更新能力の機能低下と、固定化したライ

フスタイルの相互作用によって、ネガティブで衝撃的な
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記憶を近接して知覚するのかもしれない。

4.3 今後の課題

　筆者らは、以上の結果と上述の考察を踏まえ、3 つの課

題を今後検討すべきであると考えた。

　第 1 に、上述したエピソード記憶の更新能力が実際に

主観的経過時間の加速化と関連しているかどうかを実証

的に検討することである。

　第 2 に、本稿が明らかにした断片的な結果を統合する

ことである。本稿は、高齢者のネガティブな記憶の主観

的経過時間の加速化が女性特有のものである点を明らか

にした。さらに同じ対象者の中で、特に 70、80 代の女性

の主観的健康状態が低下するという結果も得ている。こ

れらの結果を合わせると、主観的健康状態の低い女性は、

ネガティブな記憶の主観的経過時間を加速させて知覚さ

せることが考えられる。しかし、本稿では、80 代の対象

者数が少なく統計的分析が困難であったため、この因果

関係については直接検討できなかった。今後は、加齢、

および性別と主観的健康状態の相互作用を踏まえ、ネガ

ティブな記憶の主観的経過時間の加速化について吟味す

べきである。

　同時に本稿は、主観的健康状態の高い高齢者が、相対

的に見てネガティブな記憶の主観的経過時間をより遠ざ

けて知覚する結果も示した。このことは、先に述べたエ

ピソード記憶更新能力とも密接に関係してくるといえる。

すなわち、充実した生活を送り、日々様々な体験を重ね

ている高齢者は、それだけ過去の古い記憶を忘却し、現

在の体験を取り込むことで、前向きに生きようとする力

につながっている。そのため、一旦忘却された出来事に

しばらく経って遭遇すると、それが時間的に遠く感じら

れるのだといえる。今後は、主観的経過時間の加速化を

和らげることに関連するライフイベントの種類やライフ

スタイルの型、および加速化を和らげることに関連する

認知能力を把握し、それが精神的健康を増進させるため

の手立てになることを確かめていく研究が必要になると

いえる。以上が本稿の課題の 3 つめである。

5.  結語

　近年、将来の自己をイメージする能力が過去の記憶の

想起と密接に関連することを示す、実験的、神経科学

的研究がある（e.g., Addis & Schacter, 2007b; Addis et al., 
2007a; Schacter & Addis, 2007a; Schacter et al., 2007）。将来

の自分が幸せな生活を送っているだろうとシミュレート

する力は生きる原動力となる。しかし、本稿が示したよ

うに、加齢に伴いネガティブな記憶が近く感じられるこ

とにより、現在の健康状態を低下させ、将来の自己のイ

メージを縛りつけるのだとすれば、それを防ぐ手立てを

考えていくことが必要になるといえる。
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